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1 は じ め に

山形県内におけるプドウの品種構成は, `デ ラウェア'

が主体で全体の70%以上を占めている。しかし,消費者の

し好は大粒で味の良い高級ブドウヘ移行しており,大粒系

品種の導入にも積極的に取り組んでいく必要がある。

`安芸クイーン' は果樹試験場安芸津支場において ,

`巨峰'の自家受粉により育成された赤色大粒の新品種で

ある。山形県立園芸試験場では,昭和61年から系統適応性

検定試験を実施しており,その結果,平成 6年に県の優良

品種に取り上げられ,普及拡大を図っているが,品質的に

は `巨峰' より大粒で糖度が高く優れているものの,花振

るい性がやや強い傾向がある。

そこで,安定した結実を得ることを目的として,メ ピコー

トクロリド剤 (商品名フラスター液剤)処理による花振る

い防止効果を検討した。

2試 験 方 法

実品質 (着色,房重,着粒数,1粒重,裂果粒率 ,屈折計

示度,滴定酸度)は収穫時 (9月 13日 )に各区 5果房を供

試して調査した。果実の着色は5(濃鮮紅),4(鮮紅),

3(淡鮮紅),2(淡紅),1(黄緑)の指数で表示 した。

新梢長,葉数は各区全新梢について,処理時から7日 おき

に測定したも

3 試験結果及び考察

新梢伸長の抑制は処理区で認められ,処理時期としては

展葉 7～ 8枚散布区が 9～10枚散布区に比較してやや抑制

効果が高かった。新梢伸長の抑制は,処理後 7日 日前後か

ら徐々に現れてきた (図 1)。

展葉数は生育前半の 6月 中旬まで各区とも差は認められ

なかった。展葉数が新梢長の伸びに比較してさほど差がな

かったのは,新梢伸長の抑制効果は節間長の伸長が抑制さ

れるためとみられた。しかし,処理区は最終的には新梢の

停止時期が早まるため,展葉数は少なくなる傾向であった

(図 2)。

表 1 メピコートクロリド剤の散布時期が 安芸クイー
ン'の結実に及ぼす影響 (摘粒前)

1   2  3以 上

…

 276 53 08
展葉 9～ 10枚散布  256  200  51  05

0)供試樹 `安芸クイーン' 6年生,自根,コ ンテナ栽   摘粒前の有核果数は処理区で多く,特に展葉 7～ 8枚散

布区が 9～ 10枚散布区に比較して多かった。含種子数は処培,土量36′ ,雨よけテント栽培 (ビニール被覆 5月 19日 )

理区で 2個以上の果粒が多い傾向であったが,全体の割合12)試験区 散布時期 ① 展葉 7～ 8枚 (5月 23日 )
② 展葉 9～ 10枚 (5月 30日 )  の比較では各区とも差は認められなかつた (表 1)。

② 無処理            果実品質では処理区の着粒数が無処理区に比較して多く

散布濃度 500倍 (展着剤10,000倍加用)  房重も重かった。着色,屈折計示度は無処理区が処理区
に

比較して良好であつたが,こ れは無処理区の着果負担が処処理方法は電動噴霧器で薬液がしたたり落ちる程度に散

理区に比べて少なかったためと考えられた。裂果粒率は全布した。

(31 供試本数 1区 3樹
14)栽培管理の概要

房の整形は開花直前に上部支梗を3～ 4段切除し,12～

14段残して下部を切除した。 1房当たりの着梓数は20粒程

度に摘粒した。

15)調査方法

摘粒前 (7月 5日 )に着粒数,含種子数を調査した。果
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表 2 メビコートクロリド剤の散布時期が `安芸クイーン'の果実品質に及ぼす影響
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図 1 安芸クイーン'の新梢伸長の推移

体的に高い傾向であったが,これはコンテナ栽培における

土壌水分の急激な変化によるためと考えられた。 1粒重 ,

滴定酸度は各区間に差は認められなかった (表 2)。

4 ま と め

ブドウ 安芸クイーン'の花振るい防止のため,メ ピコー
トクロリド剤 (商品名フラスター液剤)による結実確保に
ついて検討した。

新梢伸長の抑制は処理区で認められ,処理時期としては

展葉 7～ 8枚散布区が 9～ 10枚散布区に比較してやや抑制

図 2 安芸クイーン'の展葉数の推移

効果が高かった。

摘粒前の有核果数は処理区で多く,時に展葉 7～ 8枚散

布が 9～Ю枚散布区に比較して多かった。含種子数は各区

とも差が認められなかった。

果実品質は処理区の着粒数が無処理区に比較して多く,

房重も重かった。屈折計示度は無処理区が処理区に比較し

て高く,裂果粒率も大きい傾向であった。

以上の結果から,メ ピコートクロリド剤は 安芸クイー

ン'の花振るい防止に有効で,散布濃度が51Xl倍の場合 ,
散布時期は展葉 7～ 8枚頃が適正と考えられる。
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